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要旨 
 太陽と月を自動追尾しながら発電することを目途に、

天体望遠鏡用赤道儀に太陽光パネルを搭載した装置

「日進月歩くん」を開発した。本研究では、月光を模

したLED電球を用いて「日進月歩くん」の発電実験を

行い、月光発電の予測発電量を算出した。更に月光で

発電を実際に行い、その発電量を測定した。 
 
1. はじめに 

近年、太陽光発電は一般家庭でも広く普及しつつ

ある。しかし、太陽が出ていない夜間には発電がで

きない。その解決策として、太陽光発電に月光発電

を組合せ、かつ赤道儀で太陽と月を追尾する新たな

発電システム「日進月歩くん」（図1）を開発した。 
 
 
 
 
 
 

 
＜図1.「日進月歩くん」＞ 

 
2. 目的 
(1) 最大効率で発電できる太陽光パネルと光の成す

角度を求める。 
(2) 模擬実験から月光発電による発電量を予測する。 
(3) 月光による実測実験を行い、その発電量から月光

による発電の可能性について考察する。 
 
3. 実験手法 
(1) 太陽光と同じ波長を有した一定光量のLED電球と

太陽光パネルで発電を行った。太陽光パネルと光

の成す角度を0°から90°まで段階的に変え、電流

・電圧量を測定した。 
(2) LED電球の明るさを変えながら発電し、月の満ち

欠けを再現した模疑月光発電を行った。このとき

測定した電流・電圧量と実際の月の明るさ（月齢

9.0）から、月光発電の予測発電量を算出した。た

だし、街明かりを含めた予測値である。 
(3) 月を自動追尾している赤道儀に太陽光パネルを

搭載し、1分毎に電流・電圧値を測定した。本実

験は月齢2.7の月と月齢16.7の月で行った。 
 
4. 結果 
(1) 太陽光パネルに対して90°に光が当たる時、最大

の電流・電圧量を得た（表1）。 
＜表1. 実験(1) で測定した角度と電流・電圧量＞ 

 
 

 (2) 月齢ごとの電流量及び電圧量の予測式は次の通

りとなった； 
・予測電流量：y = 1.191x− 0.0953 

y：電流量 (μA)，x：照度 (lx)  
・予測電圧量：y = 0.134x− 0.0099 

y：電圧量 (mV)，x：照度 (lx) 
これらの式を用いて、月齢9.0のとき（実測等級は

15.92 mag/arcsec^2であり、これを輝度に換算し、

更に照度に換算した）の発電量を予測した。同様

に月齢2.7と16.7※1における予測発電量を算出し

た（表2）。また、2019年の春分・夏至・秋分・

夏至における予測発電量を算出した（表3）。 
＜表2. 実験(2) 1分間の予測発電量＞ 

 
※1 月齢16.7の時は月齢16.3の値を代用した。 
※2 月齢2.7のデータは現在取得を試みている。 
 

＜表3. 春分・夏至・秋分・夏至における発電量＞ 

 
 

(3) 月齢2.7と16.7における1分間の発電量を実測し、

平均値を求めた。現在データを取得している段階

である。本発表にて結果を示す。 
 
5. 考察 

結果(1)~(3)より月光による発電の可能性が示唆さ

れた。太陽光パネルに対して90°に光が当たる時が最

大効率であると考えられるが、発電量はとても小さ

い。また、最も大きい電力を発電できるのは冬至の

日であると予想される。本発表では、結果(2)と(3)で
求められた予測値と実測値を比較して、予測式の精

度についても考察する。 
 
6. まとめ 

本研究結果より月光発電は可能であることが分か

った。しかしその発電量は太陽光発電よりも小さい

ため、「日進月歩くん」のみでの発電では大きな発

電量を作り出すことが難しく、今後の課題である。 
 
7. 今後の展望 
 月光発電による小さな発電量をさらに効率良く得

るために、より発電効率の高い「日進月歩くん」の

開発を目指す。また、様々な月齢で実測し発電量の

推移を検証する必要がある。 
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